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システム概要 
 

処理の流れ 一例 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

残高の確認を行う P.20 

 

 

 

 

 

会計事務所より受け取ったマスターを 

新規にマスター登録する(推奨)P.1 
会社の登録を行う P.3 

 

会社マスターを作成する 

日々の仕訳入力を行う P.12 

 

YES 

会計事務所にて修正・追加後のマスターまたはデータを抽出する P.29 

翌年度への繰越しを行う P.34 

科目や枝番などの設定を会計事

務所と統一するために、上手く

んで新たに会社を作成するより

も、会計事務所で作成したマス

ターを抽出してご使用いただく

ことを推奨しています。 

科目・枝番・摘要の 

追加・修正・削除をしたい 

元帳形式で仕訳の確認、修正、印刷を行う P.23 

     入力済みの仕訳を会計事務所に送信する P.26 

決算が確定した NO 

科目の設定を行う P.6 

残高の登録を行う P.9 

摘要の登録を行う P.11 

NO 

YES 



 

 

  

 

 
目次  

  

 
●1 章 マスターを登録する・・・P.1  

 新規にマスターを登録します。 

会計事務所より受け取ったマスターをマスター登録する方法と、マスターを新規登録する方

法があります。 

 

●2 章 科目設定と残高登録・・・P.6 
 

 財務入力を開始するにあたり、下記項目の登録、設定変更を行います。 

科目・科目対応摘要・開始残高・枝番・摘要辞書 

 

●3 章 仕訳の入力・・・P.12 
 

日々の仕訳の入力を行います。 

 

 
 

●4 章 仕訳の確認・修正・印刷・・・P.20 
 

 入力した仕訳や残高の確認、修正、印刷を行います。 

 
 
 

●5 章 通信・移動・・・P.26 
 

会計事務所と仕訳のデータの送受信を行います。 

 
 
 

●6 章 翌期更新・・・P.34 
 

マスターを翌期に更新して、残高を繰り越します。 

 

 

●7 章 その他の処理・・・P.38 
 

・前期の内容を確認して当期に再度残高の繰り越しを行う・・・P.38 
 

前期に入力した仕訳や残高の確認、当期への再繰り越しを行います。 

 
 
 
 

・仕訳を日付順に並び替える・・・P.40 
 

 仕訳の順番を任意の順番に並び替えて再付番を行います。 
 
 

 

・仕訳入力画面上部の科目一覧の設定変更を行う・・・P.42 
 

入力表示科目の設定を行います。 
 
 
 
 

 

・日々のバックアップを行う・バックアップからリストアを行う・・・P.43 
 

 USB メモリ等外部メディアにバックアップを行います。保存したバックアップからリスト

アも行えます。
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１章 マスターを登録する 

 

 

１章   マスターを登録する 

  

会計事務所より受け取ったマスターを新規にマスター登録する (推奨) 
 

 

マスター＆データ抽出 

➊会計事務所からメールで IZM ファイルを

受け取っている場合、メールソフト側で

IZM ファイルを開きます。 

 

 

 

 

 

 
 

USB メモリ等の外部メディアで IZM フ

ァイルを受け取っている場合、外部メデ

ィアを PC に接続します。自動再生で外

部メディアの内容が表示された場合は

IZM ファイルを開きます。表示されない

場合は❷へ進みます。 

 
IZM ファイルを開くと「添付ファイルの

保存を完了しました」と表示します。

「OK」を選択します。 

 

 

 

 

 

 
➋「財務ｄｂ」から「経理上手くんα」シリ

ーズ→「通信・移動」→「メール通信・

メディア移動」→「マスター＆データ抽

出」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

章 

❶ 

❷ 

❶ 

  補足 
メールソフトによっては添付ファイルを
ダブルクリックすると、「開く」・「ディ
スクへ保存する」・「ダウンロード」など
選択肢が出てくることがあります。その
場合は「開く」を選択します。 

メールソフトによって画面が

異なります。 

画像は Outlook の画面です。 

❷ 
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１章 マスターを登録する 

 

 

❸P.1➊で IZM ファイルを開いた場合は、

「受信一覧」で既に該当の会社が選択さ

れた状態になっています。受信日を確認

して「抽出開始」を選択します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
❹「OK」を選択します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
❺受信内容を確認して「OK」を選択しま

す。 
 
 
 
 
 
 
 
❻「マスター抽出処理選択」画面は「受信

マスターを新規にマスター登録する」を

選択して「OK」を選択します。 

 
 
 
 
 
 

❼抽出が完了したら「OK」を選択します。 
 
 

  

❸ 

  IZM ファイルを開いていない時 
USB メモリ等の外部メディアで受け取って、➊で IZM ファ
イルを開いていない場合は、「インポート」を選択します。
外部メディア内の IZM ファイルを指定して「開く」を選択
します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

「添付ファイルの保存を完了しました」と表示されるので
「OK」を選択します。受信一覧にて該当の会社が表示され
るので「抽出開始」を選択します。 

❹ 

❼ 

  ポイント 受信ログの削除 
❸の受信一覧から今回抽出を行ったマ
スターの行を削除したい場合は「OK」
を、残しておきたい場合は「キャンセ
ル」を選択します。 

❺ 

❻ 
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１章 マスターを登録する 

 

会社の登録を行う 
会計事務所と設定を統一する必要がある為、会計事務所で登録したマスターを受け取って抽出して登録する

方法を推奨しています。上手くん側で新規に会社作成する場合は、各種設定を会計事務所と相談のうえ、

「新規会社登録・修正・削除」業務で登録してください。登録済みマスターの設定変更も当業務で行いま

す。 

 

 

新規会社登録・修正・削除 
 

➊「財務ｄｂ」から「経理上手くんα」シリ

ーズ→「登録・入力」→「登録」→「新

規会社登録・修正・削除」を選択しま

す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
❷新規会社登録内は業務左上の「会計基本

情報」、「経理処理情報」、「消費税情報」、

「ユーザ設定情報」の 4 つのタブで構成

されています。 

  

 

会計基本情報 
 

➊業種区分を     法人／運送業／個人／建設

／病院より選択します。業種ごとに科目

体系が異なります。個人を選択した場合

のみ、「個人業種設定」が表示され、開く

と P.4❹の画面が開きます。 

 
 
 
 
 
 

➋上手くんでマスターを管理するためのコ

ードになります。任意の会社コードを最

大 8 桁で入力します。 

 

❸決算期間は和暦で年月日を 6 桁入力しま

す。 

例:令和 7 年４月１日→070401 

 

 

 

 

 

 

  

❶ 

❷ 

❶ 

  ポイント 

マスターを新しく登録する場合 
マスターを 1 つ以上登録していると
「一覧表示及び選択処理」が表示され
ます。新たにマスターを登録する場合
は「新規作成(F12)」を選択します。 

❶ 

❷ 

  重要 
業種区分はマスターの新規登録時のみ選
択可能です。マスター登録後は変更でき
ませんのでご注意ください。 

❷ 

❸ 
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１章 マスターを登録する 

 

 
 
❹個人事業主の処理を行う場合は、業種
区分を個人もしくは個人事業を選択する
と「個人業種設定」が表示されます。個
人業種設定を行うことで個人決算書への
連動ができます。個人業種設定の初回登
録時に勘定科目体系を選択します。（マス
ター登録後の変更はできません） 
 

 

  

 

経理処理情報 
 

➊枝番入力・部門入力を     行う／行わない
より選択します。 

  

 

消費税情報 
 

➊課税方式を     原則課税／簡易課税／免税
から選択します。 

 
簡易課税を選択すると「事業区分設定」
が表示されます。基本業種として主要な
業種を、事業形態として事業を行うすべ
ての業種を選択します。第四種事業は固
定資産譲渡時に使用するために固定にな
っています。 
 
期の途中で免税事業者から課税事業者に
なった場合は「課税開始日設定」で「課
税事業者となった日付を登録する」に☑
して課税開始日を入力します。 

  

❹ 

  ポイント 勘定科目体系 
標準科目体系：ICS 標準（個人業種用）の科目体系を使用。

製品により法人業種同様に決算書や各種分析
帳票が作成できますが、科目数が多いため、
個人決算書へ連動するための設定が別途必要
です。 

 
簡易科目体系：個人決算書の標準項目をそのまま使用。 

科目数が最小限で、連動の設定もほぼ不要で
すが、出力処理の一部が使用できません。 

 

  ポイント 枝番入力・部門入力 
枝番入力：勘定科目内に補助科目を設ける設定です。例え

ば、科目ごとに得意先を枝番登録することで得意
先ごとの科目残高の把握などができます。 

 
部門入力：仕訳に部門コードを振り、部門会計を行う設定で

す。例えば、事業所毎に部門登録することで事業
所毎の残高の把握などができます。 
部門の設定変更等は会計事務所側、又は経理上手
くんα ProⅡの「部門設定」業務で行えます。 

❶ 
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１章 マスターを登録する 

 

 
❷経理方式を     税込処理／税抜処理／一括

税抜き処理から選択します。 
 
❸売上や仕入ごとの税額計算の方式を積み

上げ方式／総額方式から選択します。端
数処理の違いから計算結果が異なる場合
があります。 
 
積み上げ方式：仕訳ごとの税額を合計し
て消費税を算出します。 
 
総額方式：内税入力をしている仕訳か
ら、税込金額での科目残高を計算し消費
税額を算出します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
❹税入力方式を    内税方式／外税方式から

選択します。分類別に仕訳入力時の標準
の税区分を設定します。 
内税：税込金額、外税：税抜金額 
 
 
 
 

❺仕入税額按分法を  比例配分／個別対応
から選択します。(➊で原則課税選択時の
み) 

 
❻インボイス登録番号の表示や入力を行う

かどうかを選択できます。インボイス登
録番号の入力を行う場合は「表示する」
を選択します。 

 
❼設定完了後、「登録」を選択します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
❽作成方法を選択して、「OK」を選択しま

す。ICS 標準設定以外に、登録済みの会
社から設定（科目名称や摘要等）を複写
して登録することも可能です。 

 
 
 
 
 
 

  

❷ 

❹ 

❺ 

❼ 

  ポイント 一括税抜き 
一括税抜き処理は、内税入力された仕訳から一定期間ごとに
税抜き仕訳を作成して集計を行う経理方式です。 
自動作成される税抜き仕訳は元帳などでのみ確認できます。 
一括税抜き処理を選択すると「経理処理設定」が表示される
ようになり、割り戻し計算時の場合の各残高における部門・
枝番の扱いの設定ができます。  
 

❽ 

❻ 

❸ 
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２章 科目設定と残高登録 

 

２章   科目設定と残高登録 

  

 

科目の設定を行う 
科目の名称や開始残高、摘要名称等の登録・設定変更を行うことができます。科目の登録・設定変更をする

際は会計事務所に確認をしてから処理を行ってください。 

 

 

科目設定 
 

➊「財務ｄｂ」から「経理上手くんα」シリ

ーズ→「登録・入力」→「登録」→「科

目設定・残高登録」を選択します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
❷「科目設定」、「残高登録」、「分析登録」、

「摘要登録」の 4 つのタブに分かれてい

ます。必要に応じて画面を切り替えて各

設定の確認・変更を行えます。 

 
❸「科目設定」は「科目名称変更」、「科目

設定・変更」、「科目順変更」、「出力用特

殊名称」の 4 つのタブに分かれていま

す。必要に応じて画面を切り替えて各設

定の確認・変更を行えます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

章 

❶ 

❷ 

❶ 

❷ 

❸ 

 

２ 
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２章 科目設定と残高登録 

 

 

科目名称変更 
 

科目名称の変更や科目の追加を行います。 
 

➊科目は大分類(青)＞中分類(緑)＞小分類

(黄)と階層で表示します。選択した科目

を❷に表示します。 

 

➋大分類(青)、中分類(緑)、小分類(黄)、明

細科目(白)で表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

❸使用しない科目は「使用」を「〇」→

「×」に変更すると表示対象から除外され

ます。会計事務所と上手くん両方で「使

用」の設定は必ず統一してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 
❹科目を追加する場合は、科目名を選択し

て「明細科目追加」を選択すると、選択

した科目と同じ設定の科目を追加しま

す。追加した科目の名称を選択後、任意

の科目名称に変更できます。科目名称変

更後は P.8  「科目設定・変更」の❷カ

ナも修正してください。 

 

 

 

 

 

  

❶ 

❷ 

❶ 

❷ ❸ 

❸ 

  ポイント 

科目名称の変更や追加をした場合 
科目名称の変更・科目の追加等を行った
場合、会計事務所にも変更・追加した内
容を共有してください。 

❹ 

  ポイント 

8 文字以上の科目名称の表示 
仕訳入力時の名称を科目名称に表示し
ます。（全角７文字） 
試算表や決算書において８文字以上の
名称を表示したい場合は「試算表名
称」「決算書名称」に入力します。 

❶ 

❷ 
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２章 科目設定と残高登録 

 

 

科目設定・変更 
 

科目名称や科目コード、課税区分等の設定
を行います。設定する科目は「科目検索」
からカナ又は科目コードで検索します。 

 
➊属性…科目の消費税属性を表示します。

「F9 科目属性」で変更することが
できます。 

 
➋カナ…科目をカナ検索する時に使用しま

す。科目名称を変更した際はご確
認ください。 

 
❸コード…科目を指定する際に使用する任

意のコードを登録できます。 
 
❹摘要…科目対応摘要登録のページ番号を

登録します。対応する摘要一覧は
画面右で確認・変更ができます。 

 
❺課税区分…課税/非課税/不課税/対象外か

ら選択します。科目毎にも標
準の課税区分を設定できま
す。 

 
❻税率…科目ごとに税率の初期値を設定で

きます。軽減税率となる科目を予
め設定しておくことができます。 

 
 

  

 

科目順変更 
 

明細科目、小分類出力順を変更します。 
 
➊移動させたい科目名にカーソルを合わ

せ、「上へ移動」・「下へ移動」で移動し
ます。ドラッグでの移動も可能です。 

 
➋順序変更後、「更新」を選択します。 
 
 

  

 

科目順変更 
 

残高問い合わせや試算表に出力されるタイ
トルや見出し等の名称を変更できます。 

  

❶ 

❹ ❶ ❷ ❸ ❺ ❻ 

  ポイント 課税方式の選択の違い 
簡易課税選択時：「売上区分」が表示され、売上科目に対し

て標準の業種を設定できます。 
 
個別対応選択時：「仕入区分」が表示され、仕入や経費科目

に標準の仕入区分を設定できます。 

❶ ❷ 

  ポイント 

科目を移動する際の注意点 
科目は分類毎に階層で分かれていま
す。分類を越えて科目順を変更するこ
とはできません。変更したい場合は、
新規に科目を登録して入力済の仕訳と
振り替える必要があります。 
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２章 科目設定と残高登録 

 

残高の登録を行う 
マスターの期首残高、前期以前の残高、枝番の残高を登録します。科目設定・残高登録内は業務左上のタブ

で画面を切り替え可能です。 

 

 

残高登録 
 

➊P.6  を参照して「科目設定・残高登

録」業務を開きます。 

 
❷「残高登録」タブを選択します。 

  

 

科目残高登録 
 

➊開始残高や前期以前の残高を貸借差額が

0 になるように登録します。 

 

❷▼を選択して年度を当期～4 期前まで切

り替えられます。前期以前の残高は期首

から期末までの各月毎に登録を行うた

め、月を指定して登録します。 

 

  

 

科目設定・変更 
 

➊勘定科目内に補助科目となる枝番を登録

できます。枝番の登録は仕訳入力業務か

らも可能です。(P.17  参照) 

P.4  の「枝番入力」で「行う」を選択

している場合のみ「枝番残高登録」タブ

を表示します。 

 
❷▼を選択して科目を一覧から選択、又は

コード番号・カナ検索で科目を指定しま

す。 

 

❸登録したい枝番コードを入力します。 

 

❹「摘要登録」タブで登録済みの摘要のコ

ードを入力すると枝番名称を摘要と連動

できます。 

 

❺「枝番消費税区分を設定する」を☑する

と、枝番ごとに消費税区分を設定できま

す。設定していると、枝番入力時に該当

の消費税区分に自動で切り替わります。 

 

 
 

  

❷ 

❶ 

❷ 

❷ 

❸ ❹ 

❺ 

❶ 
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２章 科目設定と残高登録 

 

 

❻枝番ごとの期首残高を入力します。 

 
❼科目の開始残高と❻で入力した枝番ごと

の開始残高の合計が表示されます。両方
の残高が一致するように入力します。 

 
 
 
 
 
 

  

 

  

❻ 

❼ 
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２章 科目設定と残高登録 

 

摘要の登録を行う 
科目設定業務では摘要の登録も行うことができます。摘要とは仕訳の内容を表したメモのようなものです。 

 

 

摘要登録 
 

➊P.6  を参照して「科目設定・残高登

録」業務を開きます。 
 
❷「摘要登録」タブを選択します。 

  

 

摘要辞書登録 
 

仕訳入力時に使用頻度の高い語句(摘要)を
辞書登録することで、摘要を番号やカナで
呼び出せます。 

 
➊摘要を追加したい場合は「追加(F9)」を

選択して、番号・摘要名称・カナを順に
登録します。 

 
❷「摘要を 50 音で検索」で登録済みの摘要

辞書をカナで呼び出すことも可能です。 
 
❸「摘要消費税区分を設定する」を☑する

と、❹で摘要に消費税区分を設定できま
す。設定していると、摘要入力時に設定
した消費税区分に自動で切り替わりま
す。 

 

  

 

摘要辞書登録 
 

使用頻度の高い摘要を科目と紐づけて登録
する事で、仕訳入力の摘要入力時に該当科
目を使用した際に一覧表示されるようにな
ります。 
 
例)科目「事務用品費」に入力頻度の高い摘

要「ボールペン代」を登録する場合 
 
➊「科目から科目対応摘要のページを選

択」で科目対応摘要登録を行う科目「事
務用品費」を呼び出します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
➋「事務用品費」に登録されている科目対

応摘要が表示されます。「追加(F9)」で新
規行にカーソルを合わせます。 

 
➌「摘要を 50 音で検索」で入力頻度の高い

摘要「ボールペン代」を選択します。 
 

  

❷ 

❶ 

❷ 

❸ 

❹ 

❶ 

❷ 

❸ 

  補足 
「科目から科目対応摘要のページを選
択」から科目を呼び出した時、「選択さ
れた科目には、科目対応摘要ページの
登録がされていません」と出る場合が
あります。 
科目対応摘要を登録するには、科目に
対して「科目対応摘要ページ」の登録
が必要です。「科目設定」タブの「科目
設定・変更」タブで該当科目の摘要欄
にページ番号を入力します。 
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３章 仕訳の入力 

 

３章   仕訳の入力 

  

 

日々の仕訳の入力を行う 
経理上手くんシリーズでは 3 つのタイプの入力画面で仕訳を入力することができます。 

 

 

仕訳入力 
 

➊「財務ｄｂ」から「経理上手くんα」シリ

ーズ→「登録・入力」→「日常入力」→

「仕訳入力」を選択します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
❷左上のタブで借方貸方を 1 対 1 で入力す

る「通常入力」、伝票形式で入力する「伝

票入力」、出納帳形式で入力する「出納帳

入力」を切り替えて入力を行います。伝

票入力・出納帳入力で追加した仕訳は、

通常入力画面にも表示されます。1 つの

マスターに対して複数の方法で仕訳を入

力しても問題ありません。 

 

❸「通常入力」P.13 

借方・貸方を１対１で入力する形式で

す。複合仕訳を入力する場合は「諸口」

科目を使用して入力します。リース料や

新聞代など入力頻度が高い仕訳データ

は、予め定型仕訳として登録することで

入力の手間を軽減出来ます。 

 

❹「伝票入力」P.15 

入金伝票・出金伝票・振替伝票の形式で

入力します。入力頻度の高い伝票は予め

登録でき、入力の手間を軽減出来ます。 

 

 
 

❺「出納帳入力」P.16 

出納帳形式で入力します。仕訳データ入

力時に、選択した基本科目の属性により

「入金」「出金」の初期カーソル位置を自

動判定します。入力頻度の高い相手科目

や摘要を予め登録でき、入力の手間を軽

減出来ます。 

  

章 

❶ 

❷ 

❶ 

❷ 

❸ 

❶ 

❷ 

❸  

❹  

❺  

３ 
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３章 仕訳の入力 

 

 

通常入力 
 
 

➊画面下の新規入力行で入力を行います。 
 
 
 
 

➋番号…入力した順番に付番される番号で

す。「挿入仕訳の整理」業務で再付番もで

きます。(P.40 参照)。 

 

❸日付…❹の月指定バーの「決」を右クリ

ックするなどして全月指定している場合

は月日を 4 桁、❹で単月指定している場

合は日にちを 2 桁で入力できます。決算

修正月は「00」+「Enter」で入力できま

す。 

 

❺借方・貸方…❻から入力したい科目を選

択、又は該当科目の番号を入力して

「Enter」を選択すると科目を入力できま

す。入力したい科目が❻に表示されてい

なければ、「PgUP」・「PgDN」でページを

切り替えるか、頭文字から検索して入力

できます。直接科目のコードを入力して

「Enter」を選択しても入力できます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

❼摘要…その仕訳が何の仕訳か後ほど確認

した時に分かるよう入力します。科目対

応摘要や仕訳対応摘要を登録している場

合は摘要欄指定時、❻に表示されます。

入力したい摘要を選択、又は❻に表示さ

れている番号+「F12 摘要辞書」又は

「Tab」で摘要を入力できます。摘要辞

書に登録している場合は、フリガナを入

力して「F12 摘要辞書」又は「Tab」で

摘要を検索できます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

ポイント 

枝番が登録されている場合 
科目入力後、該当科目に枝番が登録さ
れている場合、「F4 入力設定」で「枝
番名称を表示」に☑がついていると❻
に登録済の枝番の一覧が表示されま
す。直接枝番を選択する、又は「.」+
枝番コードを入力して「Enter」を選択
すると枝番を入力できます。 

❶ 

❷ 

❷ ❸ 

❹ 

❻ 

❺ 

❼ 

  ポイント 摘要の入力モード 
画面に表示されている番号+「F12」又は「Tab」で摘要を
入力するのか、画面に表示されている番号+「Enter」で摘
要を入力するのかの設定は、業務選択画面左上の「共通」
から「共通処理」→「ｄｂ導入・設定」→「設定」→「環
境共通設定」→「摘要コード入力」で切り替えることがで
きます。 

ポイント 
項目を指定せずに「Enter」を選択する
と上段の内容を複写します。複写したく
ない場合は「Delete」を選択後、
「Enter」を選択します。 
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３章 仕訳の入力 

 

 

 

税率に関する便利な機能 

金額欄にカーソルが当たっている状態で「F10」を押下すると消費税率を 10％↔軽減 8％で切り替

えることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
❽定型仕訳…入力頻度が高い仕訳は「定型

仕訳」として登録すると、次回から呼び

出して入力できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
 
 
 

 

 

 

入力済み仕訳から定型仕訳を登録する場

合は、仕訳入力画面の「F7 定型登録」か

ら行います。 

仕訳を個別指定したい場合は、それぞれ

の仕訳を選択、又はスペースで指定でき

ます。 

仕訳を範囲指定したい場合は、「Shift」又

は「Ctrl」を選択しながら仕訳をクリック

するか、「Shift」又は「Ctrl」を選択しなが

ら「↑」・「↓」で指定できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  よくある質問 
Q:仕訳入力欄が 3 段になってしまった。 
 
 
 
 
A:「F11 仕訳切替」で 2 段表示に戻すことができます。 

❽ 

ポイント 
登録した定型仕訳を呼び出す場合は、仕
訳入力画面の「Ins 定型仕訳」から行い
ます。 
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３章 仕訳の入力 

 

 

伝票入力 
 

➊「伝票入力」タブを選択すると伝票入力

画面になります。 

 

➋初期設定では複合仕訳(借方と貸方の科目

数が異なる仕訳体系)で入力する設定にな

っています。単一仕訳(借方と貸方が一つ

ずつの科目で成り立つ仕訳体系)で入力す

る場合は「F9 単一仕訳」を選択します。 
 
 
 
 
 

 

❸仕訳入力後、「F11 伝票登録」で伝票の登

録を行います。 

※伝票登録せずに処理終了すると入力し

た仕訳は消えてしまいます。 
 
❹「F12 自動仕訳」 

「F12 自動仕訳」を使用することで、摘

要を入力すると摘要に登録した仕訳を自

動で入力できます。金額と部門を入力し

て「Enter」を選択すると、科目欄ではな

く摘要欄にカーソルが止まるので自動仕

訳が登録された摘要を入力します。摘要

を入力した時点で登録済みの仕訳がセッ

トされます。 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

❺定型伝票…入力頻度が高い伝票は「定型

伝票」として登録すると、次回から呼び

出して入力できます。登録したい伝票を

入力、又は「F5 前の伝票」で画面に表示

させてから「F7 定型伝票」を選択しま

す。 
 
 
 
 
 

「新規登録[F7]」で名称を登録して定型

伝票として登録することができます。 

登録している定型伝票を入力する場合
は、入力したい定型伝票を指定してから
「振替伝票に入力[F12]」で入力できま
す。 

 
 
 
 
 

  

❹ ❶ ❷ ❸ ❻ 

❷ 

ポイント 

初期設定を変更する場合 
画面上部の「オプション」→「伝票入力
設定」→「複合仕訳⇔単一仕訳」で変更
できます。 

❸ 

ポイント 

自動仕訳モードの解除方法 
自動仕訳モードの設定を解除する場
合、もう一度「F12 自動仕訳」を選択
します。 

❹ 

  摘要辞書に仕訳を登録する方法 
「財務ｄｂ」→「科目設定・残高登録」→「摘要登録」タ
ブ内の「摘要に自動仕訳の科目を登録する」の☑をするこ
とで、摘要辞書に自動仕訳の科目を登録できます。 

❺ 

❶ 
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３章 仕訳の入力 

 

 

出納帳入力 
 

➊「出納帳入力」タブを選択すると出納帳

形式の入力画面になります。 

 
➋「科目」欄で現金や預金などの基本科目

を指定して、「仕訳表示」を選択します。
新規入力行にカーソルが止まるので仕訳
の入力を行います。 

➋で指定した科目の属性により「入金」

「出金」の初期カーソル位置を自動判定

します。 

 
 

❸出納帳入力では科目だけでなく部門や枝

番も絞り込んで入力を行うことができま

す。(会社の設定で部門処理や枝番処理が

「行う」設定になっている必要がありま

す。)標準の設定では、部門、枝番の指定

が有効になっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

❹「F12 自動仕訳」 

出納帳入力でも伝票入力と同様に「F12

自動仕訳」の機能を使用できます。使用

する場合は P.15「摘要辞書に仕訳を登
録する方法」を参照しながら設定をし

てください。 

 

日付から「Enter」を選択すると相手科目

欄ではなく摘要欄に進むようになりま

す。自動仕訳を登録した摘要を入力する

と、登録した科目が自動で相手科目に入

力されます。 

  

❶ 

❶ ❷ 

❷ 

注意 
部門、枝番を入力せずに科目だけで仕
訳を表示させた場合、該当科目の仕訳
の中で部門、枝番の入力のない仕訳だ
けが表示されます。部門、枝番関係な
しに該当科目のすべての仕訳を表示さ
せたい場合、➋の「科目」欄を選択し
てから「F3 表示設定」を開き、部門・
枝番の☑を□にする必要があります。 
☑の有無によって表示される差引残高
も変わります。 

❹ 
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３章 仕訳の入力 

 

 

仕訳入力中の枝番の登録 
 

❶科目の後ろに「.」+「登録したい新規の

枝番コード」を入力して「Enter」を選択

することで枝番の追加ができます。「は

い」を選択すると枝番名称や枝番開始残

高の登録画面が表示されます。 

 
 
 
 
❷摘要辞書に名称を登録済みの場合は、「摘

要コード」欄に摘要番号を入力してくだ

さい。「カナ検索」欄で摘要のカナ検索も

できます。 

摘要辞書に未登録の場合は、「枝番名称」

欄に直接名称を入力してください。ま

た、「入力した枝番名称を摘要辞書に登録

する」の☑を付けて登録すると、枝番名

称を摘要辞書に登録できます。 

  

 

仕訳の削除 
 

❶「通常入力」の場合、入力済み仕訳の番

号を選択して「Delete」を押下すると仕

訳を削除できます。 

 

 

「伝票入力」の場合、「F4 前の伝票」で

入力済み伝票の削除したい仕訳を選択し

て「F4 仕訳取消」を選択すると仕訳を削

除できます。 

 

 

 

「出納帳入力」の場合、入力済み仕訳の

日付を選択して「Delete」を押下すると

仕訳を削除できます。 

 

 

削除された仕訳には赤い二重線が入りま

す。削除済仕訳を選択してもう一度

「Delete」か「F4 仕訳取消」を選択する

と削除を解除できます。仕訳入力を処理

終了すると削除された仕訳は画面に表示

されなくなります。 

 

  

❶ 

❷ 
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３章 仕訳の入力 

 

 

仕訳の挿入 
 
 

❶通常入力で仕訳挿入したい場合、挿入し

たい箇所の下の番号欄を指定して「Ins

仕訳挿入」を選択します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

❷指定した仕訳の 1 行上に空行を挿入して

仕訳を入力できます。 

 

❸仕訳を追加後は「End 処理終了」で仕訳

挿入モードを解除して通常の入力モード

に戻ります。 

 

 

❹伝票形式で仕訳挿入したい場合、仕訳挿

入を行いたい箇所にカーソルを置き、

「Ins 仕訳挿入」を選択します。選択し

た回数分の行が挿入されます。挿入しす

ぎた分は「Del 行削除」で削除できま

す。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
❺出納帳入力で仕訳の挿入を行う場合、行

挿入したい箇所の日付欄を選択後、「Ins

仕訳挿入」を選択すると指定した行の前

に 1 行挿入します。「Ins 仕訳挿入」を再

度選択すると挿入された行を削除しま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

❶ 

❷ 

❸ 

❹ 

❺ 

仕訳番号 1 と 2 の間に挿入したい場合、2 を選択して    

を押下します。 

選択した行の上に 1 行空行が入るので、画面下の新

規入力欄で追加仕訳を入力します。 
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３章 仕訳の入力 

 

 

仕訳の検索 
 

❶左上のタブの「検索項目」を選択すると

仕訳検索画面を表示します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

❷基本条件を確認します。複数の検索条件

を全て満たす仕訳を検索すること(AND

検索)や、複数条件の内いずれかを満たす

仕訳を検索すること(OR 検索)ができま

す。 

 

 

 

 

 

❸条件指定後、「F8 仕訳検索」か「検索開

始(F8)」を選択すると検索結果を表示し

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

❹検索結果画面で「修正(Enter)」を選択す

ると仕訳修正画面になり、検索した仕訳

を修正できます。検索結果画面に戻る場

合は「End 検索一覧へ」を選択します。

仕訳入力画面に戻るには検索結果画面で

「End 入力へ」を選択します。 

 

 

 

 

  

❷ 

ポイント NOT 条件 
「NOT」を選択することで、指定した
条件に該当しない仕訳を検索(除外指定)
することができます。 

❸ 

❸ 

  検索結果画面下の各種ボタンについて 
 
 
 
 
「修正(Enter)」：仕訳修正画面に移行して仕訳の修正ができ

ます。 
「F5 印刷」：検索画面を印刷できます。 
「F11 仕訳移動」：検索画面で仕訳を選択して「F11 仕訳移

動」を選択すると、任意の行の一つ前の
行に選択した仕訳を移動できます。 

「End 入力へ」：仕訳入力画面に戻ります。 

❹ 

❶ 
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４章 仕訳の確認・修正・印刷 

 

４章   仕訳の確認・修正・印刷 

  

 

残高の確認を行う 
仕訳入力後の科目残高を確認できます。 

 

 

残高問い合わせ 
 

➊「財務ｄｂ」から「経理上手くんα」シリ

ーズ→「登録・入力」→「日常入力」→

「残高問い合わせ」を選択します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
❷残高を表示する期間を指定します。月指

定と日指定ができ、「F12 月日切替」から

も切り替えられます。 
 
❸消費税区分を指定して表示できます。既

定を指定すると、会社登録時に設定した

区分で表示します。既定以外を指定する

と、一時的に別の区分の残高を表示しま

す。 

 
 

❹枝番処理や部門処理を行うマスターの場

合、画面左上の「部門」や「枝番」のボ

タンで部門・枝番を指定して部門・枝番

毎の残高を確認できます。 

 
❺残高の表示方法は各タブを選択、又は

「→」・「←」で切り替えられます。 

 
❻「F11 発生残高」から科目ごとの各月残

高を確認することができます。 

 

❼「F6 条件設定」から画面表示する科目の

指定や印刷時の条件を設定します。 

 
❽仕訳を確認したい場合、該当科目をダブ

ルクリック、又は該当科目を選択して

「Enter」を選択すると元帳検索画面が表

示されます。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

章 

❶ 

❷ 

❶ 

❷ 

❸ 

❶ 

❷ ❸ 

❹ 

❺ 

❻ ❼ 

４ 
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４章 仕訳の確認・修正・印刷 

 

 

試算表・分析表 
 

経理上手くんα DX・ProⅡは会計事務所と

同じ詳しい試算表・分析表を出力できます。 

 
➊「財務ｄｂ」から「経理上手くんα」シリ

ーズ→「出力」→「資料」→「試算表・

分析表」を選択します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
❷[帳表の種類]出力する帳表の種類を選択

します。 

 

[帳表の形式]定型／自動／合計残高／前

期比較から選択します。「枝番表示を行

う」の☑を付けると科目に設定した枝番

毎に内訳を出力します。 

 
 
 
 
 
 
[タイプ]通常／二期比較／三期比較／五

期比較／予算比較から選択します。 

 
❸出力する期間を指定します。複数月を指

定した場合、「指定期間を合算する」の☑

を付けられます。指定した期間の残高を

合算して出力します。 

 
❹表紙の設定や、試算表の印字項目などに

ついて設定を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

  

❶ 

❷ 

❸ 
ポイント 定型と自動 
「定型」は科目の発生・残高に関わら
ずあらかじめ指定した科目を出力する
形式です。「自動」は発生・残高のある
科目だけを出力する形式です。 

❹ 
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４章 仕訳の確認・修正・印刷 

 

 

F7 合計・明細 
 

試算表業務の「F7 合計・明細」にて出力科

目の合計・明細の切り替え、詳細設定を行

えます。 

 

➊設定を行う帳票を選択します。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

❷画面の左側は帳票に出力される科目の一
覧を表示、右側は左側で選択した科目の
合計科目名称や内訳科目などを確認でき
ます。 

 

 

 

 

 
❸科目の合計や集合の設定を行います。 

 

 
 

 

 

 

  

 

  

❶ 

❷ 

❸ 

ポイント 
背景が黄色の科目は発生・残高がある科
目です。一覧から科目を選択すると赤色
のラインが付きます。 
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４章 仕訳の確認・修正・印刷 

 

元帳形式で仕訳の確認、修正、印刷を行う 
入力した仕訳を元帳形式で確認や修正が行えます。DX や ProⅡであれば印刷も可能です。 

 

 

元帳検索 
 

➊「財務ｄｂ」から「経理上手くんα」シリ

ーズ→「登録・入力」→「日常入力」→

「元帳検索」を選択します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
❷検索指定を行います。確認する形式や期

間、科目、消費税区分を指定します。形

式欄で補助元帳を選択することで、枝番

毎の元帳を確認することができます。 

 
❸「F12 画面切り替え」で仕訳修正画面に

移動します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
❹▼プルダウン、又は「F7 前科目」・「F8

次科目」で確認する科目を選択します。 

 
❺選択した項目の修正ができます。 

 
 
 
 
 
 
❻「F5 印刷」を選択することで、総勘定元

帳の印刷を行えます。 

※経理上手くんαは「F5 印刷」がない

為、次ページの「指定元帳」業務から

印刷を行ってください。 

 
 
 
 
 
 
 

  

❶ 

ポイント 

残高問い合わせから表示する方法 
「残高問い合わせ」で科目をダブルク
リック、又は科目を選択して「Enter」
を選択すると元帳検索の仕訳修正タブ
で該当科目を表示します。 

❷ 

❸ 

❹ 

❺ 

ポイント 仕訳の追加・削除 
仕訳の番号欄又は日付欄を選択後、「F4
仕訳追加」ボタンで仕訳の追加、「Del
削除」ボタンで仕訳の削除ができます。 

❻ 

ポイント 「仕訳の続きを表示」 
仕訳数が多くなると画面右下に「仕訳の
続きを表示」ボタンが表示されます。該
当ボタンを選択すると続きの仕訳を表示
します。 

❸ 
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４章 仕訳の確認・修正・印刷 

 

 

指定元帳・総勘定元帳 
 

➊経理上手くんαの場合、「財務ｄｂ」から

「経理上手くんα」→「登録・入力」→

「確認資料」→「指定元帳」を選択しま

す。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

経理上手くんα以外の場合、「財務ｄｂ」

から「経理上手くんα」シリーズ→「出

力」→「資料」→「総勘定元帳」を選択

します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
❷「形式」:元帳の形式や用紙サイズを選択

します。「F6 形式切替」で変更

でき、白紙又は専用用紙への印

刷ができます。 

 

「種別」:通常の元帳のほかに、枝番ごと

の元帳(補助元帳)なども選択で

きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

❶ 

❶ 

❷ 

  ポイント 元帳と補助元帳 
「元帳＋補助元帳」： 

全ての元帳・補助元帳を出力します。 
 
「元帳（枝番登録科目除外）＋補助元
帳」： 

枝番登録科目は補助元帳、枝番未登
録科目は元帳を出力します。 
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４章 仕訳の確認・修正・印刷 

 

 

 

 

 

❸出力する期間を指定します。 
 
❹出力する科目を指定します。(指定元帳は

10 科目までの単一指定です。)  
科目コードを入力するか、カナ検索、科
目一覧から選択します。 
 

❺「F5 印刷」を選択します。 

 

❻「F7 出力書式」からページ番号の印字な

どの出力設定を行います。 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

 

❸ 

❹ 

❺ ❻ 

重要 損益勘定への振替を行う 
損益科目の残高を“損益勘定へ振替”として出力します。最終
月を指定期間に含めた場合に選択できます。 
繰越利益剰余金勘定の元帳に当期純利益（損失）を出すに
は、☑が必要となります。 
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５章 通信・移動 

 

５章   通信・移動 

  

 

入力済みの仕訳を会計事務所に送信する 
入力済みの仕訳を会計事務所へメールで送信する、USB メモリ等外部メディアへ転送する、Yahoo！メール

や Gmail などの Web メールに添付するために PC 内に一時的に保存する業務となります。 
 

会計事務所へマスター＆デー
タ送信・移動 

 
➊「財務ｄｂ」から「経理上手くんα」シリ

ーズ→「通信・移動」→「メール通信・

メディア移動」→「会計事務所へマスタ

ー＆データ送信・移動」を選択します。 

※USB メモリ等外部メディアを使って移

動する場合、外部メディアを接続して

から業務を選択します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
❷移動方法を選択します。 

メール送信：PC 内の既定のメールソフト

を使って送信します。「F12

送信先登録」にて登録した

送信先を指定します。 

 

メディアへ転送：USB メモリ等外部メデ

ィアへ保存します。「デ

バイス選択」で転送す

るデバイスを指定しま

す。 

 

ディスクへ保存：PC 内の指定した場所に

保存します。Yahoo！

メールや Gmail などの

Web メールに添付して

送信する場合に選択し

ます。「参照」で「保存

先」を指定します。 

 
❸「F6 転送種別」が会計事務所と同じにな

っているか確認します。どちらを選択す

るべきか不明な場合は会計事務所へ確認

してください。 

 
 
 
 
 
 

  

章 

❶ 

❷ 

❶ 

❷ 

❸ 

❶ 

❷ 

❸ 

５ 
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５章 通信・移動 

 

 

❹処理選択を選択します。 

※どの処理を選択すべきか不明な場合は

会計事務所へ確認してください。 

 
❺「メール送信」の場合は「送信」、「メデ

ィアへ転送」の場合は「転送」、「ディス

クへ保存」の場合は「保存」のボタンが

画面右下に表示されるので選択します。 

 
 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ポイント メール送信で「送信」を選択した場合 
ご使用の PC の「既定のプログラム」で「メール」に設定さ
れているメールソフトが起動します。メールソフト側で「送
信」を選択します。送信が完了すると上手くん側で送信完了
のメッセージが表示されるので「OK」を選択します。ご使
用のメールソフトで、送信済みアイテム等に格納されている
かご確認ください。 
※使用したいメールソフトが起動しない場合は次ページを参

照して既定のアプリをご確認いただくか、タスクバーに該
当のアプリが起動していないかご確認ください。 

※「プロファイルが作成されていません」とメッセージが表
示される場合は、使用されているメールソフトが使用 PC
にて既定のアプリになっていません。次ページを参照して
既定のアプリをご確認ください。 

ポイント 
「ディスクへ保存」で「保存」を選
択した場合 
指定した場所にデータが作成されている
ので Yahoo！メールや Gmail などのメ
ールに添付して送信してください。 

 

転送種別について 
 

転送種別 処理選択 説明 送信済仕訳 

会計事務所へ 

移動 

未送信データの送信

(追加) 

指定した期間にある未送信仕訳（色がついていな

い仕訳）を送信します。会計事務所には上書きで

はなく、追加で抽出されます。 
オレンジ色 

（修正不可） 
送信済データを含め

た送信(入替) 

指定した期間の全仕訳を送信します。 

マスター全体入替 
会計事務所にある上手くんとやり取りを行ったこ

とがある仕訳は上書きされます。 

修正可能転送 

マスター送信 

上手くんの全仕訳、科目設定、摘要登録等を会計

事務所に上書きで送信します。未送信仕訳や送信

済仕訳という区別を行わない送信のため、仕訳の

管理には注意が必要です。 

色無し 

（修正可） 
データ送信 

月または番号で指定した範囲の全仕訳を送信しま

す。会計事務所には上書きではなく、追加で抽出さ

れます。未送信仕訳や送信済仕訳という区別を行

わない送信のため、仕訳の管理には注意が必要で

す。 

データ入替 

(月指定) 

指定した期間の全仕訳を送信します。会計事務所

には上書きで抽出されます。未送信仕訳や送信済

仕訳という区別を行わない送信のため、仕訳の管

理には注意が必要です。 

 

❹ 

❺ 

ポイント 
「メディアへ転送」で「転送」を選
択した場合 
USB メモリ等外部メディアに保存が完
了しているかどうかをご確認くださ
い。 
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５章 通信・移動 

 

 

   

  

 

【既定のメールソフトの変更方法】Windows11 の場合 
❶画面下の「Windows マーク」を押下します。 

 
 
 

 

❷「設定」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

❸左の項目の一覧から「アプリ」を選択します。 

❹右の項目の一覧から「規定のアプリ」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

❺検索欄に「mailto」と入力して「Enter」で検索します。 

❻「メール」を実際に使用しているメールソフトに変更後、再度メール送信を行います。 

Windows 推奨の「メール」アプリだと上手くんから直接送信ができません。別のアプリを選択する

か、ディスクへ保存でデスクトップ等にファイルを保存してからメールに添付して送信してくださ

い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※上記の設定後も別のメールソフトが起動する場合は PC 固有の問題の可能性があります。 

その場合、メーカーや PC 販売店にお問い合わせいただくか、P.26❷移動方法を「ディスクへ保存」に

変更して、保存したファイルをお使いのメールソフトでメールに添付して送信してください。 

❸ 

❹ 

❺ 

❻ 
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会計事務所にて修正・追加後のマスターまたはデータを入れ替える 
会計事務所側で修正・追加後の仕訳を抽出します。 

 

 

当年度の仕訳を抽出する場合 
 

➊会計事務所からメールで IZM ファイルを

受け取った場合は、上手くんの操作の前

にメールソフト側で IZM ファイルをダブ

ルクリックして開きます。 

USB メモリ等の外部メディアで IZM フ

ァイルが送られてきている場合、❷へ進

みます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
❷「添付ファイルの保存を完了しました」

と表示されます。「OK」を選択してくだ

さい。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
❸上手くんを開いて「財務ｄｂ」から「経

理上手くんα」シリーズ→「通信・移動」

→「メール通信・メディア移動」→「マ

スター＆データ抽出」を選択します。 

 
 
 
 
 
 
❹メールで受け取った場合は、❶の操作で

既に該当の会社が受信一覧に表示されて

います。指定してから「抽出開始」を選

択してください。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

  
❶ 

  注意点 
メールソフトによっては添付ファイル
をダブルクリックすると「開く」・「デ
ィスクへ保存する」・「ダウンロード」
など選択肢が出てくることがありま
す。その場合は「開く」を選択しま
す。 

❷ 

❸ 

❹ 

メールソフトによって画面が異なります。 

ポイント 
USB メモリ等外部メディアで受け取っ
た場合は、外部メディアを接続してか
ら「インポート」を選択します。外部
メディア内の IZM ファイルを指定して
「開く」→「OK」の順で選択してくだ
さい。受信一覧にて該当の会社が表示
されるので「抽出開始」を選択してく
ださい。 
※メールで受け取った場合は、この操

作は不要です。 
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❺「No.(〇〇〇〇)を抽出します！」のメッ

セージを「OK」した後、送られてきたデ

ータによって処理が変わります。 

 

受信内容に沿って以下を参照してく

ださい。 

 

「マスター受信」： 

「OK」を押下すると「受信マスター抽出

処理選択」画面になります。「既存マスタ

ーとの入れ替えを行う」を☑して「OK」

を押下します。「一覧表示および選択処

理」の画面が表示されるので該当の会社

をダブルクリックします。 

 

「データ受信」： 

「OK」を押下すると「一覧表示及び選択

処理」画面になります。該当の会社をダ

ブルクリックします。「該当期間のデータ

を削除します。よろしいですか？」のメ

ッセージは「はい」を押下します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
❻「はい」を選択して抽出を開始します。 

 
 
 
 
 
❼抽出が完了したら「OK」を選択します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

ポイント 受信ログの削除 
P29❹の受信一覧から今回抽出を行った
マスターの行を削除したい場合は「OK」
を、残しておきたい場合は「キャンセ
ル」を選択します。 

ポイント 

会計事務所側と上手くん側で会社コード

が違う場合、確認のメッセージが表示さ

れるので問題なければ「OK」を押下しま

す。 

 

❻ 

❼ 

❺ 
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過年度マスターを抽出する 

❶P.29❶～❹までを参照して「抽出開始」

を押下してください。 

❷「No.(〇〇〇〇)を抽出します」の画面は

「OK」、「受信内容」の画面も「OK」を

押下してください。 

 

 

 

「過年度マスター抽出処理選択」画面は

以下から該当するものを選択して「OK」

を押下してください。 

 

「同じ会社コードでマスター登録する」： 

会計事務所側と同じ会社コードで抽出す

る場合。 

 

「マスターの選択を行う」： 

会計事務所側と違う会社コードで上手く

んに抽出する場合。「OK」を押下すると

「一覧表示及び選択処理」の画面になる

ので該当の会社をダブルクリックしま

す。 

 

❸上手くん側にすでに該当年度の過年度が

登録されている場合は確認のメッセージ

が表示されるので「はい」を押下しま

す。 

 

❹会計事務所から送られてきた転送元の過

年度のデータを、上手くん側である転送

先の当年度マスターの過年度分として抽

出するかどうかの確認の画面が表示され

るので「はい」を押下します。 

 

 

❺抽出処理を開始しますの画面は「はい」

を押下します。 

 

 

❻抽出が完了したら「OK」を押下します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  

ポイント 

当年度への残高繰越 P38 参照 
自動で当年度に残高が繰り越されないの
で「前年度からの更新」を行います。 

  ポイント 受信ログの削除 
Ｐ.29❹の受信一覧から今回抽出を行っ
たマスターの行を削除したい場合は
「OK」を、残しておきたい場合は「キ
ャンセル」を選択します。 

❷ 

❸ 

❹ 

❺ 

❻ 
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５章 通信・移動 

 

 

過年度データを抽出する 
 

➊P.29➊～❹までを参照して「抽出開始」

を選択してください。 

 

❷「No.(〇〇〇〇)を抽出します」の画面は

「OK」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

❸「受信内容」の画面は、「OK」を選択し

ます。 

 

 

 

 

 

 

❹該当の会社を選択して「過年度 F9」、又

は該当の会社の右端の▼を選択すると年

度の一覧が表示されます。抽出したい年

度を指定して「選択(Enter)」を選択しま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

❺会計事務所側と上手くん側の会社コード

が違うと確認のメッセージが表示される

ので、問題なければ「OK」を選択しま

す。 

 

 
 

❻抽出確認の画面で、「はい」を選択しま

す。 

 

 

 

 
 

❼上書きする期間の確認の画面が表示され

ます。問題がなければ、「はい」を選択し

ます。 

 

 

 

 

 

 

  

 

❷ 

  ポイント 
該当年度が決算確定されている場合、
「決算が確定されたマスターです。処
理を中止します。」と表示されて抽出が
行えません。決算確定を解除してくだ
さい。P.33 参照 

❺ 

❼ 

❸ 

❹ 

❻ 
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５章 通信・移動 

 

 

❽抽出が完了したら「OK」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

決算が確定されたマスターに上書きする場合 

 

 

P.32 のポイントのタイミングで該当年度が決算確定されて 

いる場合、処理が中止されるので「OK」を押下します。 

 

 

「財務ｄｂ」から「経理上手くんα」シリーズ→「登録・入力」 

→「登録」→「新規会社登録・修正・削除」を選択します。 

「一覧表示及び選択処理」で該当年度を選択します。 

「決算確定」の☑を外して画面右下の「修正書込み」を押下 

します。 

 

 

 

 

修正開始のメッセージは「はい」を押下します。 

 

 

 

 

 

処理継続のメッセージは「いいえ」を押下して再度 P.32❶ 

から抽出を行います。 

 

❽ 

ポイント 

当年度への残高繰越 P38 参照 
自動で当年度に残高が繰り越されないの
で「前年度からの更新」を行います。 

  ポイント 受信ログの削除 
Ｐ.29❹の受信一覧から今回抽出を行っ
たマスターの行を削除したい場合は
「OK」を、残しておきたい場合は「キ
ャンセル」を選択します。 
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6 章 翌期更新 

 

６章   翌期更新 

  

 

翌年度への繰越しを行う 
新たな年度の入力を行うには翌期への更新が必要です。会計事務所に確認のうえ、翌期への更新を行ってく

ださい。 

 
 

翌期更新 
 

➊「財務ｄｂ」から「経理上手くんα」シリ

ーズ→「導入・更新」→「更新」→「翌

期更新」を選択します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

❷翌期更新後の決算期間等が自動表示され

ます。異なる場合は各項目を直接変更し

ます。問題がなければ、「更新開始」を選

択します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
❸業種が建設マスターの場合、「工事台帳の

更新設定」画面が表示されます。各項目

を確認して、「OK」を選択します。あ 

 
 

 

 

  

章 

❶ 

❷ 

❶ 

❷ 

❸ 

❶ 

❷ 

❸ 

  ポイント 

翌期更新後に決算期間を変更する 
翌期更新後に決算期間などを変更する
場合は、業務選択画面左上の「財務ｄ
ｂ」→「登録・入力」→「登録」→
「新規会社登録・修正・削除」から行
います。 

ポイント 

集計チェック画面が表示された場合 
P36 を参照して処理を行ってください。 

６ 
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6 章 翌期更新 

 

 

マスター更新 
 

更新の最終確認画面が表示されます。 

 
 
❶電子帳簿保存を翌期から行う場合に☑し

ます。 

※設定する場合は一度会計事務所に確認

を行ってください。 

 

❷当期入力した仕訳などにロックがかか

り、修正不可になります。 

 

❸「OK」を選択して更新します。 

 
 
 
 
 
 
❹「XX 年以前の保存マスターが存在し

ます。」というメッセージが表示され
た場合は P.37 の補足を参照して処理
を進めます。 

 
 
 
 
 
 

 
 
❺更新が終了したら「OK」を選択して画面

を閉じます。 

 

 

 

 

 

 

 
 

  

❸ 

❶ 

❷ 

❹ 

ポイント 

減価償却 db データが存在する場合 
財務 db のマスター内に減価償却 db の
データが存在する場合はメッセージが
表示され、続けて減価償却 db の翌期更
新を行えます。 

  注意 
翌期更新後に各業務を開いた際、更新
前の年度が自動で開く場合は会社固定
されている可能性があります。P.37 の
ポイントを参照して会社固定を解除す
るか、更新後の年度を選択してくださ
い。 

❺ 
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6 章 翌期更新 

 

   

［資金繰/消費税］集計チェック 
 

貸借対照表と株主資本等変動計算書の残高が合致していない月

がある場合に表示されます。基本的には会計事務所側で修正す

る画面になるので上手くん側では「HOME」キーを押下してか

ら「OK」を選択します。確認の画面も「はい」を選択して

P.34❷に進みます。上手くん側で修正を行う場合は「キャンセ

ル」を選択して下記内容に進みます。 

 

 

 

上手くん側で修正を行う場合は、「財務ｄｂ」から「経理上手く

んα」シリーズ→「登録・入力」→「日常入力」→「仕訳入力」

を開いて「F8 仕訳検索」を選択します。「変動事由」で「未登録

仕訳」を選択して「検索開始 F8」を選択します。 

 

検索結果の画面が表示されたら「Enter」を押下します。 

 

 

該当仕訳の「変」欄をクリックすると「変動事由」の項目が表

示されます。画面上部の「株主資本の変動事由」から該当の変

動事由を選択します。※選択する内容は会計事務所に確認して

ください。 

最適な変動事由がない場合は「財務ｄｂ」から「経理上手くん

α」シリーズ→「登録・入力」→「登録」→「変動計算書・変動

事由＆残高登録」から「F9 事由登録」で追加できます。 
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6 章 翌期更新 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

過去 10 年を超えるマスターを保存するには 
 

過年度マスターを同じ会社コードで 10 年まで保存できます。翌期更新で過年度マスターが 10 年を越える場

合、削除するメッセージが表示されます。問題がなければ「はい」を、保存が必要であれば「いいえ」を選択

してバックアップ処理等を行います。 

 

■操作手順 

❶過年度をバックアップする際は業務選択画面左上の「共通」→「共通処理」→「ｄｂ導入・設定」→「保

存・転送」→「過年度バックアップ(ｄｂマスタ用)」を開きます。 

 

❷「バックアップ先デバイス」が正しい USB メモリ等外部メディアになっていること、「保存オプション」が

正しく選択されていることを確認してください。 

 

❸「マスター種別」を選択します。「一括保存」はバックアップするたび前回分を削除するので「個別指定」

推奨です。 

 

「一括保存」：前回の過年度バックアップを削除して、すべてのマスターをバックアップします。 

「個別指定」：業種、マスターを指定してバクアップします。 

 

❹設定に問題がなければ「バックアップ開始」を選択します。 

❷ ❸ 

❷ 

❹ 
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7 章 その他の処理 

 

７章   その他の処理 

  

 

前期の内容を確認して当期に再度残高の繰り越しを行う 
前期の内容を確認することができます。前期のデータを抽出した場合は当期に残高を繰り越しする必要があ

ります。 

 
 

過年度の確認を行う 
 

➊仕訳入力など各業務を開くと「一覧表示

及び選択処理」が表示されます。該当の

会社を選択してから「過年度 F9」、又は

該当の会社の▼を選択すると年度の一覧

が表示されます。開きたい年度を選択し

て「Enter」を選択します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

章 

❶ 

❷ 

❶ 

❷ 

❸ 

❶ 

❶ 

  ポイント 上記画面が開かない場合 
各業務を開いても「一覧表示及び選択処理」が表示されな
い場合、会社が固定されているか、上手くん内に 1 年分
のマスターが 1 つだけ登録されているかのいずれかにな
ります。会社固定されている場合は、業種選択画面右上の
「F12 会社選択」から年度選択が可能です。「F12 会社選
択」の右側にある「×」を選択して会社固定を解除すれば
各業務を開いた時に「一覧表示および選択処理」が表示さ
れるようになります。 

７ 
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7 章 その他の処理 

 

 

前期から当期に再度残高の繰
り越しを行う 

 
前期のデータを抽出しても当期には自動で

は残高を繰り越ししません。当期に残高を

繰り越すためには、「前年度からの更新」業

務が必要になります。 

 
❶「財務ｄｂ」から「経理上手くんα」シリ

ーズ→「導入・更新」→「更新」→「前

年度からの更新」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

❷P.38❶を参照して前期マスターを開きま

す。 

 

 

 

 

 

 
 

❸更新対象のマスターに☑を付けます。 

 

❹「更新開始」を選択します。 

 
 
 
 
❺更新の確認の画面が表示されるので、

「OK」を選択します。 

※建設マスターの場合、P.34❸の画面も

表示されます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
❻「OK」を選択して終了します。 

 

 

 

 

 

  

❶ 

❸ 

❹ 

❺ 

ポイント 

当期への繰り越しについて 
当業務は前期から当期への繰り越しの
み処理可能です。前々期からなどは行
えません。前期以外を選択した場合は
「前年度のマスターを選択して下さ
い。」と表示します。 

❻ 
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7 章 その他の処理 

 

仕訳を日付順に並び替える 
仕訳入力画面の仕訳の順番を日付順に並び替えたり、仕訳番号を再付番することができます。 

 

 

挿入仕訳の整理 
 

➊「財務ｄｂ」から「経理上手くんα」シ

リーズ→「導入・更新」→「更新」→

「挿入仕訳の整理」を選択します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
❷「仕訳の整理設定」欄から任意の項目を

選択します。 

 

「挿入仕訳の整理」： 

仕訳挿入や仕訳移動により、仕訳番号

(SEQ 番号)と仕訳の並び順が一致してい

ない場合、この処理を行うことで仕訳の

並び順はそのままで仕訳番号(SEQ 番号)

が再付番されます。 

 

「日付順に並び替える」： 

仕訳順を日付順に並べなおすことができ

ます。この時、仕訳番号(SEQ 番号)も再

付番されます。 

 

 

「仕訳番号の整理」： 

取消仕訳がある場合、仕訳入力の通常形

式などで仕訳を表示されると、取消仕訳

の箇所の仕訳番号(SEQ 番号)の分だけ、

番号を飛ばして表示されます。仕訳番号

の整理を行うことで取り消し仕訳を完全

に削除して、仕訳番号(SEQ 番号)を再付

番することができます。 

※「取り消し仕訳を完全に削除する」の

☑がついている時に選択できます。 

※仕訳挿入や仕訳移動を行っている場合  

は選択ができません。 

 

「取消仕訳を完全に削除する」： 

仕訳の再付番と同時に取消仕訳も削除し

ます。取消仕訳が削除された分、仕訳番

号(SEQ 番号)は番号が詰まります。 

 

❸「再付番実行」を選択します。 

 
 
 

  

❶ 

❷ 

❸ 



 

41 

 

7 章 その他の処理 

 

 

❹確認のメッセージが表示されるので「は

い」を選択します。 

※実行後はバックアップからのリストア

以外では元に戻すことができません。 

 

 

 

 

 

 

❺「OK」を選択します。 

 

 

 

 

 

  

❹ 

❺ 
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7 章 その他の処理 

 

仕訳入力画面上部の科目一覧の設定変更を行う 
 

 

入力表示科目の設定 
 

➊仕訳入力業務で画面上部に表示される科

目の一覧(入力表示科目)は、1～40 番ま

での科目の配置変更が可能です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
❷「財務ｄｂ」から「経理上手くんα」シリ

ーズ→「登録・入力」→「登録」→「科

目設定・残高登録」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

❸「科目設定」タブ内の「科目設定・変

更」タブを開いて「入力表示科目の設

定」を選択します。 

 
 
 
 
 
 
 
❹入力表示科目の編集画面が表示されま

す。 

 

「科目の追加・変更」： 

入力表示科目から別の科目に変更したい

番号を選択します。左側に選択した番号

が入ります。右側には選択した番号に表

示させたい科目を選択して「変更」を選

択すると科目を変更できます。 

 

「科目の削除」： 

入力表示科目から空欄にしたい番号を選

択して「削除」を選択します。 
 

  

❶ 

❷ 

❸ 

❹ 
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7 章 その他の処理 

 

日々のバックアップを行う・バックアップからリストアを行う方法 
上手くんをインストールしている PC に障害が発生した場合、マスターの復旧が不可能な為、定期的にバッ

クアップを行ってください。 

 
 

日々のバックアップを行う方
法 

 
➊「共通」から「共通処理」→「共通処

理」→「ｄｂ導入・設定」→「バックア

ップ・リストア」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

又は上手くんの業務終了時にバックアッ

プのメッセージが表示されるので、「行

う」を選択します。 

 
 
 
 
 
 
 
❷バックアップを保存するための外部メデ

ィアを PC に接続してから、「バックアッ

プ」を選択します。 

※バックアップに使用可能な外部メディ

アは USB メモリ・SD カード・DVD-

RAM・外付け HDD になります。 

 

 

 

❸「バックアップ先デバイス」がバックア

ップを保存したい外部メディアになって

いること、「保存オプション」が「当期＆

過年度マスター」、「マスタ種別」が「マ

スター全体」になっていることを確認し

ます。 

 

❹「処理開始 F12」を選択します。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

  

❶ 

❶ 

❷ 

❸ 

❹ 

  ポイント 

外部メディアに古いバックアップ
データが存在した場合 
外部メディアに一週間以上前のバック
アップが残っている場合、消去するか
のメッセージを表示します。USB メモ
リ内の古いバックアップを消去して新
しいバックアップを取り直す場合は、
「はい」を選択します。 
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7 章 その他の処理 

 

 

バックアップからリストアを
行う方法 

 
➊「共通」から「共通処理」→「共通処

理」→「ｄｂ導入・設定」→「バックア

ップ・リストア」を選択します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
❷「リストア」を選択します。 

 
 
 
 
 
 
 
❸「リストア元デバイス」がバックアップ

を保存した外部メディアになっているこ

と、「リストア元データ日時」がリストア

したい日にち、「マスタ種別」が「マスタ

ー指定」になっていることを確認しま

す。「マスタ種別」の下にあるリストアし

たい業種を☑します。 

 

 

 

 

 

 

❹「リストア開始」を選択します。 

 
 
 
 
 
❺「はい」を選択します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

❶ 

❷ 

❸ 

❹ 

❺ 
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7 章 その他の処理 

 

 

 

❻ｄｂ給与以外を指定した場合、「マスター

コード単位でリストア」、「事業年度単位

でリストア」という選択肢が表示されま

す。 

 

「マスターコード単位でリストア」： 

PC 入替等でマスターが登録されていない

上手くんにリストアする場合、又はマス

ター全体をリストアしたい場合に選択し

ます。リストアしたい会社名に☑を付け

ます。 

 

「事業年度単位でリストア」： 

年度単位でリストアしたい場合に選択し

ます。リストアしたい年度に☑を付けま

す。 

 

 

 

❼上手くん内の同じ番号のマスターを削除

してリストアするという確認のメッセー

ジが表示されるので、「OK」を選択しま

す。 

 

 

 

❽❻で選択したマスターと同じ会社コード

のマスターが上手くん内にあった場合、

確認のメッセージが表示されるので、「は

い」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

❾「OK」を選択します。 

 

 

 

 

 

  

 

❻ 

❼ 

❽ 

❾ 


